


 2

 

 

 

 今日、少子高齢化や地球環境問題などに代表されるように、私たちは未来を切り開く上での大きな分

岐点にいます。人々の生き方は多様化し、それぞれが人生の可能性を求めて新たな時代に立ち向かい、

よりよい社会をつくり上げようとしています。 

 そのためには、一人ひとりが「今、何ができるか」を自分に問いかけることが大切です。 

 江戸川総合人生大学は、社会の現実や文化、歴史などの学びを通して、自らと世界との深い関わりを

理解し、どんな力を社会に与え得るかを考え、その可能性を見出す学びの場です。 

 時代に潜む課題を掘り起こし、豊かな人生を実現する人々の「共育」「協働」の文化を育みます。 

 

大学の基本理念 
 
（１）「共育」「協働」の社会づくり 

 江戸川総合人生大学は、区民が地域の課題を発見・認識し、その課題に向けて互いに知恵を出し合い、

社会貢献へとつなげられる学びのシステムをつくり、こうした住民に支えられる「共育」「協働」の社

会を目指します。 

 

（２）｢ボランティア立区｣の推進 

 江戸川総合人生大学での学びの中心は実学です。ひとりでも多くの方が、学びの成果を地域に活かし

ていくことで、区民の活動に支えられる｢ボランティア立区｣の実現につなげていきます。 

 

（３）「地域文化」の創造と継承 

 江戸川総合人生大学は、江戸川区の産業・歴史・自然などの学びを通して、地域を理解し、地域の新

しい文化を創造するとともに、その魅力や誇りを次代に継承していくことを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸川総合人生大学が目指すもの 

江戸川総合人生大学のシンボルマークには、よりよい

江戸川区を創造するための“種”をまき、その“芽”

を区民とともに大きく育て、実りを大きくしていきた

いという願いが込められています。 

江戸川総合人生大学 

シンボルマーク 
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本学の趣旨 

平成１６年１０月、地域貢献を志す人々を応援するために、江戸川区が設立した「共育」「協働」の学

びと実践の場です。現在、知識や経験の異なる幅広い年齢層の方が一緒に学んでいます。 

※学校教育法等で定める正規の大学ではありません。 

 

学  長 

北野 大（明治大学教授・工学博士） 

 

学部・学科 

 

修学期間 

＜２年間＞ 

１年次：専門科目、共通基礎科目を学び、知識と経験を高めます。 

２年次：専門科目を学びながら、社会活動体験を行い、卒業後の地域活動への実践力を高めます。 

  

授業料 

 ３万円（１年間） ※テキスト代や交通費等は別に自己負担となります。 

 

授業形態 

講義形式以外に、ワークショップ（グループ討議）や現地調査、ボランティア体験、研究発表など多

様な方法を取り入れ、地域での活動に結び付けていきます。 

また、授業では地域活動をするためのグループづくり、仲間づくりを大切にしています。 

  

キャンパス 

江戸川区全体をキャンパスとして、まち歩き、地域の皆さんの協力による現地調査、見学会などを行います 

なお講義は主に「篠崎文化プラザ講義室」で行います。 

 

 

学部名 学科名 主要テーマ 

江戸川まちづくり学科 まちづくり 
地域デザイン学部 

国際コミュニティ学科 国際交流・外国人との共生

子 ど も 支 援 学 科 子育て支援・地域教育 
人 生 科 学 部 

介 護 ・ 福 祉 学 科 地域と高齢社会 

１ 江戸川総合人生大学の概要 
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授業の開講日・時間帯 

・開講期間は、平成２０年１０月～平成２１年７月です。 

・専門科目の授業の曜日・時間帯は、原則として、２年間同じ曜日・時間帯で行います。 

・共通基礎科目の授業の曜日、時間帯は年度によって異なります。 

・授業時間は１授業につき２時間程度です（ただし、フィールドワークや社会活動体験を除きます）。 

 

年間授業回数 

・１年次は、専門科目・共通基礎科目あわせて、年間６０回程度です。 

・選択する科目や授業の実施時期によって週当りの授業回数は異なりますが、概ね週２～３回です。 

・２年次は、年間３０回（週１回程度）ですが、この他に、年間４０時間の社会活動体験、課題研究のた

めの自主的な学習やグループ研究などを行います。   

  

必要履修単位数 

・卒業には、２４単位の履修が必要です。 

・２時間の授業１０回分が、２単位に相当します。 

・２年次に行う専門科目の課題研究は、２時間の授業３０回で８単位です。 

 

 

 

 

 

 
学科（コース） 授業の曜日と時間 

授業回

数 
単位数

江戸川まちづくり学科 金 １４時～１６時 ３０回 

国際コミュニティ学科 水 １４時～１６時 ３０回 

子 ど も 支 援 学 科  木 ９時半～１１時半 ３０回 
専門科目 

介 護 ・ 福 祉 学 科  火 １４時～１６時 ３０回 

６単位

Ａコース 金 １０時～１２時 
必 修 

えどがわ 

入 門 Ｂコース 土 １０時～１２時 
１０回 ２単位

江 戸 ・ 下 町 学  月 １３時半～１５時半 １０回 ２単位

地球環境を考える市民活動 月 １４時～１６時 １０回 ２単位

ココロとカラダの科学 木 １４時～１６時 １０回 ２単位

１
年
次 

共

通

基

礎

科

目 

選 択 

【このうち２

科目を選択】 
カウンセリングの基礎 月 9時 15分～11時 15分 １０回 ２単位

専門科目 授業の曜日・時間帯は１年次の時と同じ設定です。 ３０回 ８単位２
年
次 社会活動体験 ２ 年 次 に 履 修  受け入れ先と協議 40 時間 ４単位

２ 授業時間など 
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国際コミュニティ学科に入学したＡさんの場合 

Ａさんは、１年次、水曜日の午後に「専門科目」を受講します。 

また「共通基礎科目」のなかから必修の『えどがわ入門』も受講する必要がありますので、１０月～

１月の期間中は、金曜日の午後、または土曜日の午前のいずれかを選んで履修します。 

他の「共通基礎科目（選択）」を受講する場合も、同様です。この例では、月曜日の午前に『カウン

セリングの基礎』（１２月～３月）、月曜日の午後に『地球環境を考える身近な活動』（１０月～３月）

を履修しました。この「共通基礎科目（選択）」の受講期間中は、「専門科目」の授業と並行して、１週

間に数回通学する必要があります。 

 

〔１年次〕 

 日 月 火 水 木 金 土 

午

前 

 共通基礎科目 

（選択） 

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの基礎 

全１０回 

（１２月～３月） 

  

 共通基礎科目 

（必修） 

えどがわ入門 

全１０回 

(１０月～１月) 

 

午

後 

 共通基礎科目 

（選択） 

地球環境を考える身近

な活動 

全１０回 

（１０月～３月） 

 

専門科目 

全３０回 

（１０月～７月）

 

  

 

 

 

〔２年次〕 

２年次の専門科目の授業曜日・時間は、１年次と同じです。ただし、２年次に実施する社会活動体験

の日程は、体験受け入れ先との話し合いによって決定します。 

 

 

 

 

 

 

３  履修例  

※ あくまでも履修例です。 

※ 選択する科目により別な組み合わせが可能です。自分の希望をあてはめて検討してください。 
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地域デザイン学部 江戸川まちづくり学科 〔定員〕２５名 

〔学 科 長〕佐谷 和江（㈱計画技術研究所 代表取締役、まちづくりコンサルタント）           

〔講 師 陣〕竹迫和代（ファシリテーター、参画はぐくみ工房 代表） ほか           

〔授業曜日〕金曜日（１４時～１６時） 

〔目的・概要〕 

江戸川区をより暮らしやすいまちにするために、自分にできる地域活動について考えていきます。 
まちの魅力や課題を探る｢まち歩き｣、いろいろなワークショップ手法（演劇、紙芝居など）の演習、

学生企画による授業の実施等、時には遊び心も忘れずに、楽しく実践的に学んでいきます。また、国際

コミュニティ学科との交流授業も行います。これから“地域デビュー”を目指す方にもおすすめです。 

 

〔１年目の授業計画（専門科目）〕※内容等は一部変更になる場合もあります。 

実施回 テーマ・概要 

第１～２回 

オリエンテーション（全 2 回） 

・１年間の授業の流れなどを説明します。また、学生さん同士が楽しく知り合える

「関係づくりワークショップ」や「まちづくりの概要」の講義を行ないます。 

第３～９回 

「えどがわの種」探し （全７回） ～まちへ飛び出そう！～ 

毎回、江戸川区のまちを実際に歩いて回る楽しい授業です。「まち歩き」や地域で活

躍している方々との意見交換等を通して、自分が地域活動のテーマとして取り組んで

みたい「えどがわの魅力や課題（これらを“種”と呼ぶ）」を探っていきます。 
 

〔以前の訪問先とテーマ〕※今年度の訪問先とテーマは未定です。 

各回のテーマ 訪問地域 案内人（ご協力をいただいた団体） 

商店街・防犯 小 岩 京成小岩イエローベレー隊 

地域資源・まち興し 東 部 小松菜研究会 

水辺・自然環境 葛 西 ＮＰＯ法人 えどがわエコセンター 

公園・プレイパーク 葛 西 江戸川遊ぼう会 

高齢者福祉・ｺﾐｭﾆﾃｨ 中 央 ＮＰＯ法人 ほっとコミュニティえどがわ 

障害者福祉・自立支援 小松川 ＮＰＯ法人 自立支援センターむく 

自治会・助け合い 葛 西 なぎさニュータウン自治会、ＮＰＯ法人 なぎさ虹の会
 

４ 授業内容 
※総合人生大学ホームページ（http://www.sougou-jinsei-daigaku.net）

では、一部授業の様子をご覧いただけます。 
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第10～12 回 

ワークショップ演習 その１  ～楽しく議論しよう！～ 

グループ活動や、まちづくりにおける問題解決に活用できるワークショップの一般

的な手法（ラベルワーク、紙芝居等）について学習します。 

第13～16 回 

手作りえどがわ講座に向けて その１（全 4 回） 

・グループを作り、自分たちの興味のあるまちづくりのテーマについて調査・研究し、

その成果を「手作りえどがわ講座」として発表するための準備を行います。 

・調査・研究に必要な情報検索の手法、インタビューの方法、資料作成の手順、発表

方法等を学び、企画書づくりを行います。 

第17～19 回 

市民参加による地域づくり研究 （全３回） 

・“市民参加による地域づくり”をテーマに、先進的に現場で活動している実践者を

お招きしたり、卒業生の活動を紹介したりしながら、事例を中心に講義・交流を行

います。 

第20～22 回 

手作りえどがわ講座に向けて その２（全３回） 

・手作りえどがわ講座に向けて、グループごとに研究した内容を中間報告や、リハー

サルなどを行います。 

第23～24 回 

ワークショップ演習その２（全２回） 

・みんなと一緒にからだを動かす中で、自分の内面を見つめ、可能性を探りながら自

分らしい表現を創造する手法である演劇ワークショップを学びます。 

・また、客観的な分析力と論理的な思考をもって、問題解決策の構築を図るスキルを

身に付けるために、基礎的なディベートの演習を行います。 

第25～28 回 

手作りえどがわ講座：グループでの調査・研究の発表（全４回） 

・それぞれのグループが調べてきた地域の課題や改善提案等を共有します 

・授業の企画・運営、事前調査、資料作成などすべての準備を学生が行うことで市民

活動の実践に役立つプロセスを体験的に学習します。 

第29～30 回 

まとめ・１年間の振り返り  

１年間の成果や反省点を共有し、２年目の課題研究に向けて、自分なりのテーマ発

見を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在校生の声「生き生きとした毎日を実感！」  

江戸川まちづくり学科 M さん（葛西地域在住）

 
 
 

総合人生大学に入学する前と今とでは、自分の価値観の持ち方に大きな違いがありました。 

正直、これから何を自分の目標にしていったらいいのかが分からないのです。地域活動と言っても

具体的にやりたいことが見えてきません。わたしもそのような一人でした。この大学で仲間と語り 

活動を共にしているうちに、いつの間にか「やること」そして「やらなければならない」ことが見え

てきたのです。あせる必要はありません。いつか必ず役に立つ、という気持ちでいろいろな体験を 

重ねていくと面白いことにたくさん出会います。是非、この機会に「江戸川まちづくり学科」で学ん

でみませんか。 
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地域デザイン学部 国際コミュニティ学科 〔定員〕２５名 

 

〔学 科 長〕ジョージ・Ｗ・ギッシュ（青山学院大学名誉教授） 

 

〔講 師 陣〕 霜島和子(韓国語講師)、山上亜紀(成蹊大非常勤講師)、須藤由子(東北大大学院博士課程)、 

       佐藤信行(在日韓国人問題研究所｢ＲＡＩＫ通信｣編集長、立教大学講師)  

            その他在住外国人に関する研究者など 

 

〔授業曜日〕水曜日 (１４時～１６時) 

 

〔目的・概要〕  

各国の文化や事情、在住外国人をとりまく現状・課題などを学びます。また、フィールドワークを実施し、

江戸川区の在住外国人の現状の検証、本区に根付いた日本文化の見つめ直しを行います。授業を通して、私

たちの地域の文化だけでなく、外国の異なる文化に対しても理解を深め、地域の中での国際交流や外国人と

の共生のあり方について考えていきます。今年度も、江戸川まちづくり学科との交流授業もあります。 

 

〔１年目の授業計画（専門科目）〕※内容等は一部変更になる場合もあります。 

実施回 テーマ・概要 

第 1 回 

オリエンテーション 

学科の目的やこれから１年間の流れなどを説明します。また講義の円滑な運営を

図るために、講師や学生同士の相互理解を深めます。 

第２～５回 

日本文化史 

世界文化史における日本文化の位置付けを考察します。アフリカで誕生した人類

が日本列島まで辿った遥かなる旅を追って、「日本人」とその「文化」の成り立ちや

変遷を振り返り、日本人自らの「民族」意識について考えます。 

第６～８回 

隣国である韓国と日本、両国の文化とふれあい 

近くて遠い国と言われる韓国。その生活習慣や社会風俗・文化など幅広い知識を

学び、国民性を理解します。 

第９回 

在日外国人と日本社会 ～フィリッピンの現状とこれからの可能性 

 在日コリアンをはじめとする多くの外国人が日本で生活しています。 

１年次は在日コリアンやフィリッピンの歴史、現状を学び、日本で外国人が生活する

うえでの課題について考察します。 

第１０～1１回 
東京都および江戸川区における国際交流事業の現状  

都・区が取り組んでいる国際交流事業の現状について認識を深めます。 

第 1２回 

コリアン街を視察してみよう 

在日外国人が築いた街を歩くことで、その街の様子を感じ取り、他の文化、生活

習慣の異なる人々と共生していくためには何をしていくべきかを考えます。 

第1３回 

フィールドワークについて  

文化人類学の手法を基に、フィールドワークの大切さと実践のための基礎知識に

ついて学びます。 
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第1４～16回 

フィールドワークの実践 ～ネパールを事例として～ 

１０年に渡りネパールでフィールドワーク調査に取り組んできた講師を迎え、外

国人として生活した時の実体験をとおし、文化人類学のノウハウや実践的な知識を

学びます。地域に居住する外国人との共生のためには何が必要か、皆で考えます。 

第17～18回 

違いについて考えよう  

ゲームやディスカッションなどを通して、他者(外国人)への理解と共感を深めま

しょう。 

第 19 回 

コーディネーターによる授業とグループワーク 

ここまでに得た知識を共有し、整理を行います。各自がフィールドワークのテー

マを決め、調査方法等を再検討します。また発表スケジュールの作成を行います。

第20～21回 

中東アラブ地域の社会 

複雑な中東アラブ地域事情やそこで生きる人々の暮らし、人口問題や経済、少数

民族などの課題について考えます。 

第22回 

国際コミュニティ学科の先輩の発表  

先輩学生が取り組んだフィールドワークの事例紹介、および卒業生の現在の活動

について意見交換を行い、フィールドワーク発表へのアプローチとします。 

第23～27回 
フィールドワーク発表 （全５回）  

学生がフィールドワークの結果を持ち寄り、発表を行い、内容を共有化します。

第 28 回 

インフォーマント・デイ 

区内にある日本語学校で学ぶ留学生を招き、ティーパーティ形式でフィールドワ

ークの手法のひとつであるインタビューの練習を行います。和やかに会話すること

の大切さを感じながら、在住外国人の生の声を聞いてみましょう。 

第 29 回 

大学祭に向けて 

1 年目に学習してきた成果について、大学祭での展示発表の準備を行います。 

フィールドワーク発表の内容についての修正、見直しを進め、より良いプレゼン

テーションについて考えます。 

第 30 回 

「まとめ」 

この一年間の成果を振り返るとともに、２年目の課題研究に向けて、自分なりの

テーマ発見を行います。 

※フィールドワークなど、授業以外の自主学習もあります。 
※授業は、原則的に日本語で行います｡語学を学ぶ学科ではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

在校生の声「新しい発見が一杯ありました！」  

国際コミュニティ学科   F.さん（東部地域在住）  
 国際コミュニティ学科に入学してから文化、歴史、社会の現実                       個人

と世界との深い関係、その影響力と可能性が「共育」「協働」の文化だと教わりました。  

ある先生は未知な所へ生徒を案内し、なおかつ交流・意見交換をし、新発見をする場を与えてくれます。先

生と生徒の間を取りまとめる事務局とも和気藹々のふれあい、全てがスムースです。学生も社会経験豊富

な方々が多く、対等の立場で意見を交換し、各生徒から教わることも沢山あり、友人としても有益です。 

人生大学に入学することによって今後の社会での自らの歩む方向を決める絶好のチャンスです。 
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人生科学部 子ども支援学科 〔定員〕２５名 

 

〔学 科 長〕三輪 建二 (お茶の水女子大学大学院 教授) 

                        

 

〔講 師 陣〕友野清文((財)日本私学教育研究所主任研究員／青山学院大学非常勤講師)、 

 宇田川久美子（相模女子大学学芸学部子ども教育学科 講師） 

秦野玲子（Ｒ.Ｅ．Ｌｅａｒｎｉｎｇ代表） ほか 

 

〔授業曜日〕木曜日（９時３０分～１１時３０分） 

 

〔目的・概要〕 

今日の子どもや若者の心・行動・発達の特性を理解するとともに、心と体の成長を見守る保護者など

大人の役割、地域や学校などとの関わり方を考えます。さらにフィールドワーク等で、実際に子育て(子

ども)支援の実践例を学び、私たち大人が子どもたちにどのように向き合い、かかわっていったら良い

のか、そのためには家庭や地域でどのような取り組みが必要なのかを探っていきます。 

 

〔１年目の授業計画（専門科目）〕※内容等は一部変更になる場合もあります。 

実施回 テーマ・概要 

第１回 

オリエンテーション 

学科の目的・概要や１年間の流れを説明するとともに、講義の円滑な運営を図るた

め講師および学生同士の相互理解を深めます。 

第２～４回 

グループワークトレーニング 

クラスで行なう活動は、地域活動にも置き換えて考えることができます。ここでは、

地域で活動する際に必要とされる、異なる意見・立場の人との合意形成を図るための

練習を行います。実際に地域で何らかの活動をする際、良好な対人関係を形成するう

えで役立つ手法を学びます。 

第５～８回 

子どもの発達を理解する 

 自分の中にある「子ども観・発達観」を見つめなおし、乳幼児期の発達の特性を正

しく理解します。また、地域社会を巻き込んだ子育て支援の事例を取り上げて、その

新たな可能性を考えます。 

第９～12 回 

家庭教育を考える 

家庭教育についての各自の考え方を皆で共有するとともに、そのあり方を様々な視

点から考えます。 

第 13 回 

振り返り 

これまでの授業を振り返り、気づいたことや調べたいことなどを整理します。 
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第 14 回 

フィールドワークの解説 

子育て(子ども)支援の場に実際に出向いて観察者として参加するにあたって、その

実践のための基礎知識・手法を学びます。 

第15～19 回 

子育て支援の現場から 

地域を巻き込んだ行政の取り組み、地域で活躍している市民活動団体の取り組みを

学び、また、意見交換をするなど、自らが取り組みたい課題を探すきっかけとします。

第 20 回 
フィールドワークの中間報告 

 現場に出て気付いたこと、疑問に思ったことを報告し、発表の方向性を確認します。

第21～25 回 

子どもや若者を理解する 

 今日の子どもや若者の心・行動を「発達心理」「教育の現場」「現代の家庭・家族」

「現代社会」など様々な面から捉え、子どもたちに対してどのような取り組みが必要

かを考えます。 

第26～28 回 

フィールドワークの発表 

現場に出向いて観察した結果を自らの子育て経験と重ねあわせて発表し、学生全員

で情報を共有します。 

第29～30 回 

私たちができることを考える 

１年間学んだ事で、自らの興味・関心が絞られてきたことと思います。そして、疑

問点も出てきたのではないでしょうか。ここでは、そうした疑問点を明らかにすると

ともに１年間の学びを振り返り、自らができることを考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
在校生の声「笑顔がいっぱい 愉しさがいっぱい」 

子ども支援学科 Ｔさん（葛西地域在住） 

 

 

 

私は以前から続けていたボランティア活動がきっかけで総合人生大学への入学を決めました。 

いま一年が終了したところですが、すばらしい学びの場に出会えたと感謝しております。 

講師の先生方も幅広い分野でご活躍の方が多く、本当にいい意味での緊張の連続でした。 

 そして授業以外でも学ぶことが多く、世代や興味の違う人たちとの出会いは私にとって 

かけがえのない財産となっています。 

 この大学で学んだ経験を活かして卒業後は、地域の子どもたちの 

「笑顔がいっぱい愉しさがいっぱい」の支援者として頑張っていきたいと思っています。 
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人生科学部 介護・福祉学科 〔定員〕２５名 

 

〔学 科 長〕村田 幸子 (福祉ジャーナリスト／元ＮＨＫ解説委員)   

  

〔講 師 陣〕(財)東京都老人総合研究所および各専門機関の研究者 

  各地で先進的な取組みをしている諸団体の代表など 

 

〔授業曜日〕火曜日 (１４時～１６時) 

 

〔目的・概要〕 

 たとえ身体が不自由になっても、一人暮らしになっても、多くの人は住み慣れた地域社会で暮らし

続けたいと願っています。介護保険制度は、老いの暮らしを支える制度として骨太になってはきました

が、万能ではありません。制度を軸にして、暮らしにくさを抱えた高齢者や障害者をサポートする地域

住民の活躍が期待されます。地域で何か活動したい、そんな気持ちを持ちつつも一歩踏み出せないでい

る方々が、どう活動したらいいのかを具体的に学んでいただける授業内容です。 

 

〔１年目の授業計画（専門科目）〕※内容等は一部変更になる場合もあります。 

実施回 テーマ・概要 

第１回 

オリエンテーション 

学科の目的・概要や１年間の流れを説明するとともに、講義の円滑な運営を図るた

め講師および学生同士の相互理解を深めます。 

第２～４回 

高齢社会と向き合う 

高齢社会が抱える諸問題を学ぶとともに、高齢者がいつまでも元気で生き生きと暮

らしていくためには何が必要かを考えます。また、高齢者の健康とは何かを学びます。

あわせて、介護保険制度の概要、区の取組みなどを学びます。 

第５～７回 

介護予防の重要性 

介護保険制度施行後、介護予防の認知度・重要性が明確に高まりつつあります。 

ここでは、介護予防に有効なトレーニング、高齢者の低栄養予防および口腔ケアの

重要性などについて学びます。 

第８～９回 

コミュニケーション 

福祉は人と人との関わりです。よりよい人間関係を身につけるため、また、地域で

活動する際に必要なコミュニケーション能力について学びます。 

 

 

 

第 10～29 回 

 

 

 

地域で支える高齢社会 

「福祉は行政が行なうもの」と考えていませんか。長い間福祉施策は行政が独占し

てきました。行政がすべてを決め住民はそれに従うという関係で、いわば「与えられ

る福祉」でした。与えられる福祉から、住民自らが選択する福祉に変えるにはどうし

たらいいでしょうか。キーワードは「住民参加」です。住民自らが、自分達が暮らす

地域社会は今どんな課題を抱えているか、そしてそれを解決するにはどうしたらいい

かということを考え、自ら実行することが大事です。つまり「要求するだけの住民」

から「提案型の住民」に育つことができるかどうかが問われているのです。 
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〔主なテーマ〕 

認知症を知ろう 

・認知症とは 

・認知症を地域で支えるヒント 

 地域に密着した小規模｡多機能な施設、また、地域ぐるみで認知症を支える取組みか

ら認知症を地域で支えるヒントを学びます。 

・権利を守るには？ 

 判断能力が低下した人の権利をどのように社会で守れば良いのかを学びます。 

老いの住まい 

・住みなれた地域で住み続けることは、誰しもの願いです。ここでは特別養護老人ホ

ーム、有料ホームやケアハウスなどの現状を学びます。 

地域デビュー 

・ＮＰＯ法人の活動内容や社会的役割、可能性、魅力などについて学びます。 

・どんな活動があるの？ 

各地で行なわれている市民活動にはどういうものがあるか、また、地域課題を見つ

けるためにはどのようにしたら良いのかなど、数々の実例を学びます。 

２年生との交流 

・２年次にはその都度課題が与えられ、グループごとに研究結果の発表があります。

 そうした発表を 1 年生が見ることによって、これまでの学習成果を振り返るきっか

けにするとともに、自らができることを考えます。 

 

第 30 回 

介護・福祉学科 1 年間のまとめ 

１年間の学びを振り返るとともに、大学祭での学習成果の発表について意見交換を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

在校生の声「豊かな人生を実現するために」 

介護・福祉学科 K さん（小岩地域在住） 

 

日本人の平均寿命は、世界のトップクラス。そんな高齢社会で、いつまでも元気で過ごしたいと

念じている人、「ボランティア立区・江戸川」で、地域デビューを密かに決意している人、リタイ

ア後、イキイキ自分らしく生きたいと思案している人、介護･福祉学科で一緒に学びませんか！ 

学科長はじめ日本全国で著名な講師陣の迫力ある講義は、言葉として表現できない程、     

感動的です。 

老壮男女のクラスメートは、学ぶことが楽しくてしょうがないという様子です。豊かな人生を実

現するためのヒントが満載の講義や素敵な講師の方々、そしてかけがえの無い仲間との巡り合い、

そんな貴重な体験を江戸川総合人生大学で体験してください。入学をお待ちしております。 
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＜共通基礎科目＞ 共通基礎科目には、「必修科目」と「選択科目」があります。 

※共通基礎科目の受講申し込みは、入学決定後に行います。 

※定員を超えた場合は抽選となりますので、希望のコースが受講できないことがあります。 

       

◆必修科目 「えどがわ入門」から、必ずＡ・Ｂどちらかのコースを選びます。  

【必修：１－１】 

科 目 名 えどがわ入門 

単 位 数 ２単位 

担 当 講 師 区職員ほか 

履 修 対 象 １年次 

開 講 期 間 平成２０年１０月～平成２１年１月（予定） 

実 施 回 数 全１０回 

曜 日 ・ 時 間 
Ａコース（金曜日・１０時～１２時） 

Ｂコース（土曜日・１０時～１２時） ※どちらも予定。 

概 要 ・ 目 的  

私たちの住む江戸川区について、まちづくり、環境、教育、子育て、福祉、産業、歴史など毎回 

テーマを変えて様々な角度から取り上げ、現状と課題を中心に理解を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸川区政 

福祉 環境 

子育て 産業 
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◆選択科目 下記の４科目のうち２科目を選択します。 

【選択：４－１】 

科 目 名 江戸・下町学 

単 位 数 ２単位 

担 当 講 師 吉原健一郎（成城大学教授）ほか 

開 講 期 間 平成２１年２月～６月（予定） 

実 施 回 数 全１０回 

曜 日 ・ 時 間 月曜日・１３時３０分～１５時３０分（予定）  

概 要 ・ 目 的   

江戸時代や東京の下町におけるまちづくりや、生活の知恵、文化についての考察を講義形式で行い

ます。単なる知識の習得で終わらないように、そこに流れる庶民の思想を学ぶことで、現代のコミュ

ニティのあり方を学生一人ひとりが見つめなおす素材とします。 

 

 

【選択：４－２】 

科 目 名 地球環境を考える身近な活動 

単 位 数 ２単位 

担 当 講 師 区職員、エコセンター会員ほか 

開 講 期 間 平成２０年１０月～３月（予定） 

実 施 回 数 全１０回 

曜 日 ・ 時 間 月曜日・１４時～１６時（予定） 

概 要 ・ 目 的  「地球環境を考える身近な活動」 

『地球温暖化』についての報道や記事を目にしない日はありません。 

『京都議定書』という日本が世界に向けて発信した誇るべき提案も遅々と 

して、何の手立てもないままに時だけが経っていきます。 

 人間が快適な暮らし方を求めれば求めるほど、何かを汚し、何かを犠牲にするという事

実をようやく、私たちは自覚し始めたのです。 

 地球環境の危機が指呼の間で迫ってきていることを学習し、子々孫々にいたる生命のか

けがえのなさを思い、自分の身近なところで何を考え行動していくかをテーマに学んでい

きます。 




